
2018.10
Vol.60

～ NPO法人多文化共生センター東京と企業とのパートナーシップ～

多文化な子どもたちへの
大きな大きな応援！

せんせい



私たちは、国籍や言語、文化の違いをお互いに尊重する社会を目指しています。
外国にルーツを持つ子どもたちの教育、とくに高校進学に力を注いでいます。
私たちが思い描く多文化共生社会とは、国籍や言語、文化、民族などの異なる人々が、互いの違いを認め、対等

な関係を築こうとしながら共に生きていく社会です。外国にルーツをもつ人々が、不当な社会的不利益をこうむ

ることなく、また、それぞれのアイデンティティを否定されることなく、社会に参加することを通じて実現される、

豊かで活力ある社会です。多文化共生社会を実現するためには、以下の 3 つの視点が必要だと考えます。

基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に

起因する社会的不公平によって、

誰もが等しく持つ権利が損なわれ

る不公平を是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づ

くりや安心して自分を出せる居場所づ

くりにより、少数者自らが自分自身を

支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれて

いる状況を理解するとともに、多文化共

生社会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）

を理解し、多数者である「日本人」も変

わり、少数者とともに生きていく。

教育実態調査、多言語高校進学ガイダンス、「たぶんかフリースクール」の実践など、外国にルーツを持つ子どもた

ちの日本語・教科・高校進学支援を通して、外国にルーツを持つ子どもたちを正規の学校へつなげます。

私たちのビジョン

私たちのミッション

外国にルーツを持つ子どもたちの教育を受ける機会の拡大に努めます。

「たぶんかフリースクール」での日本語・教科・キャリアデザイン教育、行事・イベントなどを通して、外国にルー

ツを持つ子どもたちが日本の社会で各々の個性や能力を発揮できるようサポートします。

外国にルーツを持つ子どもたちがそれぞれの持つ個性や能力を発揮し、
日本社会で活躍できるような教育の実現に取り組みます。

講演やワークショップ、イベント、広報活動、教育実態調査、ボランティア機会の提供により、多文化共生の理念

を広く社会に広げます。

国籍、言語、文化の違いを認めてお互いを尊重する教育の実現に取り組みます。

私たちの取り組み

外国にルーツを持つ子どもたちが毎日通え、日本語や
教科を勉強できる学びの場を提供しています。
: たぶんかフリースクール
主に学齢超過生徒や母国で中学を卒業した生徒を対象に、高

校受検を目指した学習をサポート。荒川区内の中学校に通う

来日後間もない生徒への日本語指導。

外国にルーツを持つ親子へ、多言語で教育に関する情
報を提供しています
: 教育相談
: 多言語による高校進学ガイダンス

ボランティアとして多くの方に関わっていただく機会
を提供するとともに、子ども一人ひとりへきめ細かい
サポートを行っています。
: 子どもプロジェクト（学習支援）
毎週土曜日、中高生を対象に日本語や教科をボランティアが

一対一でサポート

: 親子日本語クラス
毎週土曜日、小学生以下の子どもへは日本語や学校の勉強、　

親へは生活に必要な日本語を一対一でサポート

多くの皆さんに知っていただくための
働きかけをしています
: 外国にルーツを持つ子どもへの教育実態調査
: 研修会・セミナー・ワークショップ等への講師派遣、
 人材育成、自主セミナー
: メールマガジン、ブログ、
 ニュースレター「みんぐる」の発行

@tabunka_tokyo

facebook.com/tabunkatokyo

http://tabunka.or.jp/
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代表理事　枦木　典子

　　

　高校進学を目指す外国にルーツを持つ子どもたちにとって、超えるべき最初の大きなハードルは、高校入試です。

子どもたちにとって、日本語という言葉の壁をかかえての高校受験は、多くの困難があります。外国にルーツを

持つ子どもたちが学校教育の中に入って来ることがほとんど想定されていない現行の制度は、多言語で多様な教

育を受けてきた子どもたちの実情とかけ離れた受け入れ体制で、学ぶ権利さえも狭めている現状です。

東京都の外国にルーツを持つ子ども

たちのための特別な在京外国人生徒

対象入試は、グラフ「在京外国人枠

校の定員と応募者数の推移」からも

わかるように応募者数は、増加し続

けており、昨年度は 247 名の応募

がありました。倍率は 2 倍を超え、

在京枠校の増設、定員枠の改善は

喫緊の課題となっています。

10 数年前から遅々として進んでい

ない入試改善ですが、ここ数年で少

しずつですが動き出しています。

今年は特別措置で初めて国籍を問わず外国にルーツを持つ子どもへのルビふり措置が認められました。

このことが、今後の在京入試対象者の資格拡大に繋がってほしいと願っています。

平成31年度

東京都都立高等学校入学者選抜の改善点

平成 31年度入学者選抜の改善点
在京外国人生徒対象入試（4 月募集）

・定員増 130 名募集 ( 前年度 10 名増 )　
　在京枠校 7 校中、竹台高校、南葛飾高校の定員を各 5 名増とする。　　

　都教育委員会による在京資格審査

・昨年初めて 1回実施した都教委による在京一括審査を 2回実施
・各在京枠実施高校も入り実施　　　

　特別措置（一般学力検査）

・日本語指導を必要とする生徒へのルビふり　
　対象：国籍を問わず在日 6 年以内の生徒

・外国籍の受検者へのルビふり及び辞書持ち込みと時間延長
　対象：外国籍で在日 3 年以内の生徒
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　2018 年 8 月末現在、全国の NPO 法人数は 51770 件 ( 認定 NPO 法人 1088 件：内閣府統計 ) にのぼり、多文化共生セン

ター東京はその中の一つとして活動しています。2006 年に特定非営利活動法人 (NPO 法人 ) として法人化した当時は、全国の

NPO 法人は 31115 件 ( 認定 NPO 法人数 58 件 ) でした。12 年が経過し、社会的課題解決を目指しさまざまな分野（福祉、教育・

文化、まちづくり、環境、国際協力など）で活動する NPO 団体は増え、社会の多様化したニーズに応える重要な役割を果たして

います。しかし、NPO 団体がその活動を継続していくことは、人材、費用、場所等々、非常に多くの困難があります。多文化共

生センター東京も 12 年間に 5 回もの移転を経験し、この間、多くの会員、企業、団体、ボランテイア、保護者、行政とさまざま方々

の支援なくしては活動を続けることはできませんでした。

今回の特集では、公教育の狭間にいる「たぶんかフリースクール」の子どもたちへの応援団として、多文化共生センター東京の活

動へ深い理解をいただき、継続したパートナーとして支えていただいている企業の皆さんの取り組みをお伝えします。

　増加する外国にルーツを持つ子どもたちの教育機会の保障、教育環境の改善は、未来を担う子どもたちにとっても、日本の社会

にとっても必要です。なお、ご支援いただいている企業の皆様は多文化共生センター東京 HP 上に掲載させていただいています。

     ルヒナ　　マヘルプール

～NPO法人多文化共生センター東京と企業とのパートナーシップ～

多文化な子どもたちへの
大きな大きな応援！

「たぶんかフリースクール」の子どもたちの未来への応援団　　
＝企業のみなさんからのさまざまな支援＝

経済的困難で学びが閉ざされな

いようにフリースクールの学費

を補助（10 年以上の継続支援）

進路や学習について、子どもたち

に寄り添った指導をするための担

任制　（10 年以上の継続支援）

正規の学校でないため通学定

期が発行されないため、遠方

からくる子どもたちへの通学

費補助

たぶんかフリースクールの運営

や教育環境整備等のさまざまな

用途への助成

多言語・多文化・多様なルーツ

の子どもたちが学ぶ。卒業生は

500 名を超え、さまざまな支

援を受け、高校進学し、将来の

夢に向かって歩きだしている。

たぶんか子ども基金 担任制助成

一般助成寄付での支援通学費費補助

（枦木・王）
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    生徒の作文より

　6 月 15 日にギャップジャパン株式会社の協力のもと、荒川校生徒 20 名が Gap と Banana 

Republic の 4 店舗でストア体験を行いました。10 代途中で来日した外国にルーツを持

つ子どもたちのロールモデルはまだ少なく、将来のイメージを持ちにくいという課題が

あります。そんな子どもたちにキャリアについて考えるきっかけ作りとして、ストア体

験は実施されています。アパレル業界といっても、接客からバックヤードでの服整理、

サイズシール貼りなど、いろいろな仕事があります。一つひとつ店員さんに教えてもらい

ながら、新しいことに挑戦する経験は、子ども自身が自分の興味や好きなこと、苦手なこ

とを見つけるきっかけや仕事について知る機会になっています。

　

　6 月 29 日に株式会社セールスフォース・ドットコムの協力のもと、スポーツ大会を実施しました。荒川校・杉並校の

生徒は 24 名、セールスフォース・ドットコム社員さんは 16 名の参加でした。「たぶんかフリースクール」には、中学や

高校のように体育の授業は無く、また体育館もありません。元気真っ盛りで身体を動かしたくても機会が少ない生徒たち

のために、思いっきり運動できる機会をつくることが、スポーツ大会の目的です。

　また、1 年の中で最初の両校合同イベントなので、学校の外に出て社員さんと

他の生徒とも交流することで、生徒同士が打ち解けるきっかけにもなっています。

　9 月 29 日にＵＢＳグループ（※）、東京ボランティア・市民活動センターの協力のもと、今年で 2 回目になるたぶん

か★ウォークラリーを実施しました。この行事の狙いは、社員さんとの交流に加えて、生徒が学んでいる日本語を使った

アクティビティに挑戦し、自信をつける機会にすることです。参加者は荒川校と杉並校の生徒が 41 名、UBS グループ社員・

関係者は 43 名、東京ボランティア・市民活動センター、高校生ボランティア、講師

と事務局を合わせると、総勢 106 名の大きな行事となりました。

　社員さんとチームを組んで荒川区内を巡り、神社にまつわるクイズを解いたり、お

味噌や提灯のお店でインタビューをしたり、また公園では知恵の輪に挑戦したり。ふ

だん教室で分からないことがあれば、先生がやさしい日本語で説明してくれますが、

この日は例外。社員さんとの交流では、身振り手振りを使い、知っている単語でなん

とか意思疎通しないといけません。頑張って伝えて分かってもらえたときの嬉しさは

自信になり、伝わらなかったときの悔しさは「もっと話せるようになりたい」という

日本語学習のモチベーションに繋ります。まだ始まったばかりのウォークラリーです

が、生徒の学びや成長に繋がる機会として、いろいろな方の力をお借りして、今後もより良いものを作っていきたいと考

えています。

※ＵＢＳグループ：ＵＢＳ証券株式会社、UBS 銀行東京支店、UBS グローバル・アセット・マネジメント株式会社

2018年度　イベント紹介

生徒の作文：初めて服の倉庫を見て、従業員の通路に行ったりお客様に「こんにちは」を言ったりいろいろしました。

Ｇａｐで服をたたんだり、値段をチェックしたりしました。1 時間ぐらいだけでしたが、ちょっと大変でした。社員様は

毎日準備したり、服を整理したり、もっと時間がかかって大変だと思っています。時間は少なかったですが、将来服のお

店でアルバイトをする時のためにとてもいい経験を積みました。（Ｋさん）

生徒の作文：ドッジボールをチームといっしょにしました。たくさんの

ルールがあります。とても楽しかったです。しろいチームの人はやさし

かったです。わたしはうれしかったです。しろいチームはしあわせでした。

（Ｆさん）
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 Julia Toffoli（ジュリア・トッフォリ） さん

　ブラジル、サンパウロ市出身ですが、子どもの時

から日本のアニメと漫画が大好きで、いつか日本に

行きたいという夢を抱いていました。初めて日本の

漫画を手にしたことを今でも鮮明に覚えています。

絵はもちろんとてもきれいでしたが、それよりも縦

書きの漢字やひらがなの並びがとても魅力的で、そ

の日に「いつか絶対にこの文字が読めるようになる」

と心の中で決めました。それから 18 年経ち、今は

一橋大学で博士課程をやっていて、日本語を研究し

ています。ハッピーエンドに見えますが、今でもそ

うですが、ここまでの道には山も谷もありました。

日本語を勉強し始めた当時は、日本語学校は高かっ

たので、２年ぐらい独学で勉強しました。勉強する

順番などは自分で決めていたので、とても変な日本

語を覚えてしまいましたが、最初に書いた漢字はド

ラゴンボールの主人公「悟空」の漢字だったのは、

今でも面白い話です。そしていよいよ大学を決める

時期が来て、迷わず「日本語学科！」と決めましたが、

日本語学科はサンパウロ大学にしかなかったので、

サンパウロ大学の入試試験に全部かけて受けました。

幸い合格できて、やっと正式に日本語を勉強し始め

ました。

　大学を卒業する 1 年前のとき、日本語教育と出会

い、教えることに惚れ、日本語学校の先生になりま

した。8 年間色々な人と接触し、日本語と日本の文

化について教えました。日本語を教えるたびに日本

語にもっともっと深く惚れ続けました。

　そして、ある日自分の成長に限界を感じて日本に留

学し、修士課程をやると決めて、文部科学省の奨学金

の試験を受けました。奇跡的に合格し、一橋大学で修

士課程をすることになりました。その前は他の奨学金

で日本に来たことはありましたが、一番長くいたのは

2 か月間ぐらいだったので、修士・博士を全部やると

したら 6 年以上の日本滞在になる！と思ったら色々

怖かったですが、日本語への愛にかけて、来日しまし

た。　大学院での勉強がとても難しくて、毎日のよう

に泣いていた時期もありましたが、出会った人からい

ただいた刺激や、新しく覚えたことへの喜びが強くて、

ここまで頑張って来られました。

　日本に来ることが夢でしたが、来日してから新しい

夢ができました。それが日本で日本語を教えることで

す。私は日本語を愛する分、日本語を教えるのが好き

ですが、外国人が日本で日本語を教えるのがなかなか

難しいです。しかし、なんと、国立市に引っ越した外

国人の子どもに教える機会をいただいて、ネパール人、

ベトナム人、フィリピン人などに教えてきました。言

語が違っても、みんな同じ外国人なので共通する点や

共感することも多いので、教えることからいただく喜

びだけではなく、子どもたちから覚えることも多くて

それが私にとって人生の一つの財産となりました。次

の夢は大学で日本語を教えることです！それまでの道

の山はエベレストのように厳しいですが、日本語への

愛を忘れずに頑張りたいと思います！

　    　       

　　　　　　 一橋大学大学院　言語社会研究科　博士課程在籍
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　　たぶんかフリースクール荒川校で英語の講師をしている宮下です。はじめ

て受け持った夏期講習から気づけばはや 2 ヶ月……新鮮な気持ちを残しなが

ら週２日の授業に臨んでいます。

　今年の 3 月までは都内の高校に勤めていましたが、外国にルーツを持つ子

どもたちと関わるのは「たぶんか」が初めてです。新しい世界に不安もありま

したが、授業中「宿題っ！」と言ったときのリアクションやお菓子をむしゃむ

しゃ頬張ったりスマホゲームに夢中になる姿、隙のある私に対してちょっとふ

ざけて見せる様子などを見ると、かつての教え子たちと重なる部分が多く、国籍や文化の違いなどつい忘れてし

まうことがあります。

　一方で、ことばの違いから気づかされることもあります。休み時間や放課後、勉強中の日本語（あるいは英語）

を使って何かを伝えようとしてくれる生徒がいます。私も時に頭を絞りながらそれに応じます。スムーズなやり

取りではないかもしれませんが、そこには限られた力で相手に歩み寄ろうとする、言語以前のやさしいコミュニ

ケーションの形態を感じることができます。また、最近では教室で揚々と飛び交う中国語を少しでも理解したい

と思い、ア○ゾンで語学書を漁っている自分がいます。

　休みの日によくカレーを作ります。具材にはあえて固い牛すじ肉を入れ、夜にはそれがほろほろに変化したも

のを食べるのが好きです。まだまだ駆け出しの身ですが、生徒たちとはこれからカレーを煮込むようにじっくり

と柔らかな関係を築いていけたらと思います。ささやかですが、最大限力添えができるよう頑張ります。

  

  

     宮下 大輝 さん

　

　

　

　

　

　日頃、外国にルーツのある生徒に接して日本の慣習等を説明した際に、理解出来たか疑問になる機会が時々

ある。そんな時に「この本は面白いので読んでみない」と発売間もない本を代表から受け取った。題名は星野

ルネ作・画「アフリカ少年が日本で育った結果」だった。

　あらすじは、カメルーン人の少年がカメルーンに研究者として来ていた日本人と母親が結婚したことにより、

4 歳で日本に来て日本とカメルーンを行き来する過程で体験した文化・慣習・食事等の違い及び周囲の日本人

のアフリカ人に対する思い込み等が、笑いをもって書かれている。

　主人公の少年は、おおらかな母、外国人に対する偏見を持たない義父と義父の両親（祖父母）との愛情に包まれ、

一部のこころない日本人がいだくアフリカ人に対する偏見・差別等にもめげることなく成長してきている。

　この本だけで外国にルーツのある生徒の思いや慣習等をわかってあげられないが、彼らに日本人の考えや慣

習を説明し、理解してもらう一助になった。（事務局　伊藤）

『まんが　アフリカ少年が日本で育った結果』
　    　       

星野 ルネ　著　2018/8/20  

毎日新聞出版

　　

せんせい
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〈たぶんかフリースクール荒川校〉

　

　

　　　　

　陽差しはまだきついのですが、吹く風は、冷たさ

も混じってサラサラとしています。本日、10 月 2

日から、もう一つ新しいクラスが増えました。日本

語学習の経験のない生徒達のクラスです。八月に入

学したものの、日本語ゼロスタートの 2 名の生徒は

取り出し授業でしたが、今日からはクラスメートが

出来ました。新規クラスは、まず保護者を交えて、

これから始まる多文化での生活ルールをスタッフが

説明しました。「わからないことがあったらスタッ

フに聞いてください。日本語がわからなくても安心

してください。英語でも中国語でも大丈夫ですか

ら。」

　日本語ゼロスタートの彼らは文字指導と同時に会

話の勉強もあります。日本語の発音になれるため、

ひたすら声に出して繰り返すクラスです。しかし一

つの教室をパーテーションだけで区切っただけです

から、あまり大きい声を出せないのです。本日は秋

晴れの気持ちの良い天気でしたから、窓を開け放し

ました。すると、自分たちの声は、まわりの建物に

はね返って戻ってきます。そういえば小台の教室は

隅田川沿いにありましたから、生徒たちの声は、川

面に乗って東京湾の方へ流れて消えていきました。

まるでシャボン玉みたいですね。

　多文化は、日本語のレベル分けで 4 つのクラスに

分けていますが、すべての生徒の目的は進学です。

自分たちの希望する高校合格のためにがんばってい

ます。来年 2 月まではあっという間に時間は過ぎて

いきます。健康に気をつけて学校を休まないように

してほしいです。そうすれば、きっとすばらしい春

が待っています。（山田）

  
 

　　　　

＜たぶんかフリースクール杉並校＞

   

　緑豊かな環境の中、2 年目を迎えた杉並校。今回

は英語科の一講師から、英語の授業についての報告

です。

　たぶんかの勉強の中心は何といっても日本語です

が、それ以外の科目の授業をいつ始めるかについて

は、その年度の生徒の状況（日本語の習得状況や教

科の力など）を考慮しながらスタッフ・講師全体で

相談して決定します。今年度の授業は 4、5 月は日

本語のみ、数学は 6 月から、英語は 7 月から開始

することになりました。

　6 月中に日本語の授業を見学させてもらいました。

自分の出身国について発表する練習でしたが、まだ

たどたどしい日本語で一生懸命話している生徒たち

がとても頼もしく思えました。授業の後、「来月か

ら英語の授業が始まります。」と伝えたときの生徒

たちの反応がまた印象的でした。嬉しそうに目を輝

やかせたのはフィリピン、ネパール出身の生徒で

しょうか。母国語ではないにしろ、日本語よりはずっ

と自由になる言葉を使えるという解放感は大きいの

でしょう。反対に「えーっ、今度は英語？」とでも

言いたげな複雑な表情の生徒も。出身国にかかわら

ず英語に苦手意識があるのでしょう。毎日、日本語

で四苦八苦しているところに、また別な外国語の勉

強。確かに不安ですね。その気持ち、よーくわかり

ます。

　そして 10 月現在、15 人に増えた生徒全員が 2

クラスに分かれて週 2 日、英語の勉強をしています。

今は英検に向けて追い込み勉強中。レベルは様々で

すが、みんな頑張っています。（徳田）
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　2 学期のハートフル初期日本語指導の「通室に

よる指導」は 9 月 12 日からはじまりました。夏

休み中に来日した 4 人の生徒たちが、ひらがなか

ら勉強をしています。みんな中学校ではまだ緊張

して過ごしているのでしょうが、通室指導教室に

は出身国が同じ友だちがいるので、休み時間には

おもいっきり母語で話したり笑ったり。人気の過

ごし方はトランプで、「先生も」と誘ってくれたの

ですが、ローカルルールがあるようでいまひとつ

理解できず。そんな私にみんなで習いたての「お

なじ、ちがう、いい、だめ」を駆使して一生懸命

に教えてくれました。口頭練習でも元気いっぱい

に声を出して、まちがえたってなんのその。よく

わかっている子は他の子が答えるまで待ってあげ

たりして、仲のいいクラスです。

　一方、7 月から「補充による指導」を受講して

いる生徒たちは、10 月には次々と指導を終えて巣

立っていきます。来日して半年程度なので、学校

でたくさん言葉を覚えてきて日本語でいろいろ話

をしてくれます。でも勉強ではまだまだ苦労がた

くさんあるようで、たとえば中国出身のある生徒

は漢字にいくつか読み方があることに馴れずに「勝

負」に「かま」と書いてしまい（「勝ち負け」と混

乱）、バツをもらって「なんでー！」と叫んでいま

した。補充指導教室が終わった後もしっかり勉強

を続けて、その先にある高校入試に備えてほしい

と思います。（中野）

〈ハートフル 荒川区日本語適応指導事業〉

　2018年8月3日（金）に、株式会社セールスフォ

ース・ドットコムのご協力で、今年も「外国にルー

ツを持つ高校生のためのITキャリアセミナー」を開

催しました。参加者は「たぶんかフリースクール」

卒業生と土曜日学習支援に来ている高校生7名。

　まずは社員さんによる「ITの仕事」についての講

義を聞いた後、人生グラフを通してこれまでの生活

の振り返りや、これからやりたいことについて話し

ました。

　ＩＴの道に進みたい生徒は、どんな方法があるの

か、どんな勉強をすればいいかを熱心に質問してい

ました。また、生徒たちのこれまでを聞いた社員さ

んからは、「いろいろ大変だった経験もあるけれ

ど、それらと向き合い、乗り越えてきた経験は将来

きっと役にたつ」という言葉をかけてもらいまし

た。

　昼食後は、紙にアプリの操作イメージを描いて、

実際に専用アプリで実際に動かしてみる「アプリ開

発体験」の時間。作成テーマは「学校をより良くす

るアプリ」でした。

　実際に製品開発を担当している社員さんから進め

方を教えてもらいながら、「出席率が低くなってい

る学校へ楽しく行けるキャラクター育成アプリ」、

「部活で必要なこと・連絡事項を一括管理するアプ

リ」、「大学オープンキャンパス情報の検索＆一緒

に参加する人を募るアプリ」の企画が出来上がりま

した。さすがデジタルネイティブな子どもたち、

「ここをクリックしたら前のページに戻る」、「こ

こは位置情報共有」など、ぽんぽんイメージが出て

いました。

　イメージができた後は、発表タイム。大人の前で

堂々と自分たちが考えたアイデアを伝える経験は、

一つの自信に繋がったのではないでしょうか。

（王）

　

〈ITキャリアセミナーの報告〉
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　毎回、今日は誰と勉強することになるのかなと

ちょっと緊張し、楽しみにも思いながら教室を訪れ

ます。ひらがなを終えてカタカナを学び始めた恐竜

好きの保育園児、塾の宿題をどんどん進めていくお

しゃれな女の子、おしゃべりに忙しいやんちゃな子

どもたち、黙々と机に向かっている子、さらには日

本語を学びに来た大人の人、本当に多様です。日本

語がなかなか口に出せず、学校で苦労しているだろ

うなあと心配になる子もいます。短期間でよくぞこ

こまで身に付けたと感心する子もいます。隣からは

高度な算数を解いている少年とボランティアの方の

声も聞こえてきます。勉強熱心な子も仲間に会いた

くて来る子も、土曜日の午後わざわざやって来るに

は、その子の願いがあるはずです。私たちは「今日

は何を勉強する？」と問いかけることから始めます。

やりたいことを自分で決めて、表現できるのは素敵

なことです。学校ではどうしても「集団の中の一員」

として扱われがちですが、親子日本語教室にはみん

な違う、個々に合わせた学びがあります。

　先週も今週も新しい子どもがやってきました。親

も子も不安を抱えながら、日本語の力をつけたいと

真剣です。ボランティアの数も不足気味で、手が回

らなくなることもしばしばです。学びたい子にとっ

てはちょっと物足りないかもしれないけれど、一人

一人のかけがえのない願いに微力ながらも応えてい

きたい、子どもたちのたくさんの笑顔を見たいと思

います。（泉）

子どもプロジェクト
　

　参加できる時に参加するというスタイルなら自分

にもできることがあると思い、6月からボランティ

アとして関わり始めました。

　当初、小学校就学前の子どもから大人まで様々な

理由で土曜日に勉強をしにくる方々との出会いに緊

張も感じていましたが、今では次はどんな人と会え

るのかという楽しみも感じる余裕も出てきました。

小さな、小さな学習者の「あ、い、う、え、お！」

の声を聞き、間違いも意に介さず楽しみながら学ぶ

姿を間近に見ていると、学ぶことに理由など必要な

いのではと思っている自分に気づきます。

「どうして勉強をしなければならないのだろうか」

という誰しもが学校での授業を通じて、受験勉強を

通じて感じたことがあるに違いないこの問いかけに

は、自分がそうであったように、誰に対しても同じ

答えを返せば良いわけでもないのかもしれないと感

じてもいます。

　中国にルーツを持つ子どもたちと出会うことが多

くあるので、流暢な会話は無理だとしても「加油！

（頑張って！）」や「謝謝（ありがとう）」だけで

なくもう少し言葉ができたらといつも思います。

　いつの間にか、私が中国語を教えてもらう授業に

なってしまうこともあるので、子どもたちの勉強の

妨げにならないよう気をつけて参加していきたいと

思います。（大島）

 

日本語クラス



9

多文化共生センター東京の事務局スタッフが多文化共生センター東京の毎日を Facebook に投稿しています。

たくさんの「いいね！」を頂いた記事をここでご紹介させていただきます。

のかたが「いいね！」を押してくれました。

8 月 15  日

9 月 5 日、秋学期がスタート！

前日の台風も去って、当日は絶好の勉強日和でした。

杉並校では、9 月に入って、これまで日本語だけを勉強していたクラスでも、英語と数学の授

業が始まりました。授業が先に始まっていた生徒たちも、クラスとメンバーが新しくなって、

やる気に満ちあふれています！

ペースの早い英語 1 クラスの最初の授業では、友だちのことをお互いに紹介しあいました。

グループになって、英語で全部やり取りするなかで、いつも以上にいきいきした表情が見られ

る場面もありました。ゆっくりペースの英語 2 クラスでは、自己紹介の作文を書きながら、言

葉のルールを確認しました。自己紹介のあとに、友だちの発表をきちんと聞けたかクイズを出

すと、みんなではりきって答えていました。

日本語、英語、数学。同時にやるのは大変だけど、みんなでこれからがんばろう！

9 月 5 日

  
夏期集中コースがはじまって一週間が経ちまし

た ! まいにちにぎやかです !

夏期コース初日はドキドキしていた生徒たちも慣

れてきて、勉強に友達とのおしゃべりに楽しそう

です ! このクラスは日本語を始めたばかりのクラ

ス。まだまだ緊張でお昼もしずかです。

このクラスは小学生高学年の生徒や、中学校を卒

業した生徒がいてさまざまな年齢、出身のクラス

です。なので、お兄さん生徒が引っぱってがんばっ

ています。

頼もしい !　そして微笑ましいクラスです :)

これからも Facebook に多文化共生センター東京の日常を投稿していきます。

皆様「いいね！」をよろしくお願いします。

 5  4人

のかたが「いいね！」を押してくれました。 5  6人

facebook.com/tabunkatokyo

多文化共生センター東京のできごと


